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広　報
発行／栄村役場

令和元年

第427号
６月号

■市町村駅伝についてほか
■村内山菜放射性物質測定結果ほか
■桜の苗木植樹
■栄村交通安全協会定期総会ほか
■栄村100㎞サイクリングほか
■保健だよりほか
農業委員会だより「のぞみ」（第84号）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２
・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４
・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９

・・・・・・・・・・・Ｐ12－13

　６月１日㈯小赤沢の苗場神社において、秋山郷を
代表する３山、苗場山、鳥甲山、佐武流山の山開き
が行われました。
　登山客の安全と豊作を祈る神事が執り行われ、当
日ご参加いただいた方々には、竹の子汁も配られま
した。
　登山の際には、登山計画や登山道具等を不備なく
準備していただき、安全な登山を心掛けましょう。

～苗場山山開き～



（2）広 報 さ か え令和元年６月１日

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
・

小
学
生
駅
伝
大
会
へ
出
場

村
の
部
3
位
の
好
成
績
で

し
た
！

第
13
回
栄
村
駅
伝
大
会

 

参
加
チ
ー
ム
募
集
‼

上
倉
章
夫
氏
　
飯
山
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
の
会
長
に
就
任

村
内
一
斉
美
化
活
動
に
つ
い
て

　
4
月
27
日
㈯
に
松
本
平
広
域
公
園
陸

上
競
技
場
と
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ

た
、
市
町
村
対
抗
駅
伝
に
今
年
も
「
一

般
の
部
」「
小
学
生
の
部
」
に
出
場
し

ま
し
た
。
さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

陸
上
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
、
出
場
し
た
60
チ
ー
ム
中

57
位
で
、
順
位
も
タ
イ
ム
も
昨
年
を
上

回
る
成
績
で
し
た
。

　
一
般
の
部
は
、
52
チ
ー
ム
中
25
位
、

村
の
部
で
3
位
に
入
賞
し
今
年
も
優
秀

な
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
小
雨
が
降
る
と
て
も
寒
い

気
象
条
件
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
懸

命
に
最
後
ま
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
一
般
の
部
出
場
メ
ン
バ
ー
》

1
区
　
月
岡
こ
ま
ち
　（
森
）

2
区
　
宮
川
康
介
　（
野
田
沢
）

3
区
　
宮
川
健
太
　（
野
田
沢
）

4
区
　
島
田
康
陽
　（
泉
平
）

5
区
　
島
田
佳
祐
　（
青
倉
）

6
区
　
広
瀬
若
菜
　（
森
）

7
区
　
髙
橋
侑
椰
　（
青
倉
）

8
区
　
広
瀬
竜
也
　（
森
）

9
区
　
藤
木
政
貴
　（
極
野
）

《
小
学
生
の
部
》

1
区
　
髙
橋
未
優
乃
　（
青
倉
）

2
区
　
関
谷
　
煌
　（
月
岡
）

3
区
　
南
雲
心
結
　（
月
岡
）

4
区
　
福
原
弥
夢
　（
小
赤
沢
）

◇
開
催
日
時

　
令
和
元
年
7
月
7
日
㈰

　
9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◇
コ
ー
ス

　
北
野
地
区
〜
横
倉
地
区

　（
6
区
間
　
12
・
3
㎞
）

◇
参
加
資
格

・
村
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
も
し
く

は
村
内
出
身
者
の
小
学
生
以
上
の
健

康
な
方
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。
な

お
、
小
学
1
年
〜
3
年
生
が
参
加
可

能
な
区
間
は
2
区
及
び
３
区
と
し

ま
す
。

◇
チ
ー
ム
編
成

・
責
任
者
1
名
（
選
手
兼
可
能
）

※
責
任
者
は
20
歳
以
上
の
方
に
限
り

ま
す
。

・
選
手
6
名
、
補
欠
2
名
以
内

※
複
数
チ
ー
ム
で
の
参
加
の
場
合
補
欠

選
手
の
重
複
を
認
め
ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　
6
月
17
日
㈪
ま
で
に
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙

　
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
秋
山
支
所

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
先
般
開
催
さ
れ
た
飯
山
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
総
会
で
、
本
村
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
上
倉
章
夫
氏
が
同
協
議
会

の
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
は
北
信

地
区
6
市
町
村
26
名
で
構
成
さ
れ
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
人
権

擁
護
活
動
に
積

極
的
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　
会
長
の
任
期

は
、
1
年
間
で

す
。

　
各
地
区
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
一

斉
美
化
活
動
で
す
が
、
延
べ
4
5
8

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
合
計

3
3
0
キ
ロ
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
、
ゴ
ミ
の
無
い
環
境
で
元
気
に
明

る
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。



広 報 さ か え（3） 令和元年６月１日

令
和
元
年
度
　
村
内
産

山
菜
類
放
射
性
物
質
測

定
結
果
に
つ
い
て

　
栄
村
産
山
菜
類
の
放
射
性
検
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら
わ

ず
か
な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

（
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
を
下
回
っ

て
お
り
、安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

検体名 ヨウ素
I-131

放射性セシウム
Cｓ-134

放射性セシウム
Cs-137 合計 採取日

ふきのとう① 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

ふきのとう② 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

コゴミ① 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

コゴミ② 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

ゼンマイ 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

コシアブラ① 不検出 不検出 23 23 5月8日

コシアブラ② 不検出 不検出 22 22 5月8日

タラの芽 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

葉ワサビ 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

ワラビ 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

山ウド 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

竹の子 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

行者にんにく① 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

行者にんにく② 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

アケビの芽 不検出 不検出 不検出 不検出 5月8日

　
食
品
か
ら
の
線
量
上
限
値
、
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
算
定
し
た
、
年

間
に
食
品
か
ら
受
け
て
も
大
丈
夫
な
放

射
線
量
を
、
十
分
に
下
回
る
線
量
値
が

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
で
す

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
農
林
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

そ
も
そ
も
基
準
値

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
は
？

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

出
没
に
つ
い
て

６
月
は
土
砂
災
害

防
止
月
間
で
す

　
村
で
は
、
栄
村
猟
友
会
と
協
力
し
、

被
害
防
止
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
が
、

山
中
へ
の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
や
散
策
の
際

に
、
や
む
を
得
ず
遭
遇
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ま
た
万
が
一
遭
遇
し
て
し

ま
っ
た
際
の
対
応
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
山
中
や
山
際
に
近
づ
く
際
に
は
、
決

し
て
単
独
で
は
行
動
せ
ず
複
数
人
で

行
動
す
る
。

②
や
む
を
得
ず
単
独
で
行
動
す
る
場
合

に
は
、
ラ
ジ

オ
や
鈴
等
を

携
帯
し
、
常

に
鳴
ら
し
て

お
く
こ
と
が

有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
6
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
は
土

砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨

の
季
節
を
迎
え
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
土
砂
災
害
は
、
山
や
崖
が

あ
る
地
域
で
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
か
ら
大
切

な
家
庭
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
気
象

情
報
に
注
意
し
、
避
難
場
所
を
確
認
す

る
な
ど
、土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
強
い
雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
、
大
き

な
災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
心

に
留
め
、
正
し
い
危
機
意
識
と
早
期
避

難
で
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
農
林
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

【検査機関】科学技術開発センター （表示数値：Bｑ／㎏）



（4）広 報 さ か え令和元年６月１日

〜
桜
の
植
樹
〜

　
今
回
も
、「
日
本
さ
く
ら
の
会
」
よ

り
桜
の
若
木
1
0
0
本
を
寄
贈
し
て
頂

き
、
北
野
天
満
温
泉
周
辺
と
上
野
原
、

和
山
地
区
で
植
樹
を
行
い
、
北
野
で
は

「
び
ー
な
じ
の
会
」
を
は
じ
め
地
元
住

民
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
桜
を
植

え
ま
し
た
。

　
秋
山
の
和
山
（
栃
川
）、上
野
原
（
と

っ
ち
ゃ
）
で
は
、
栄
村
あ
り
方
研
究
委

員
で
あ
り
ま
し
た
写
真
家
の
飯
塚
英
春

氏
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
委
員
会
で
検

討
し
地
元
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
得
て

実
現
し
ま
し
た
。

　
と
っ
ち
ゃ
の
小
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
、
地
元
住
民
等
総
勢
30
名
程
で

植
樹
を
し
、
今
後
、
各
地
で
桜
が
成
長

し
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。



広 報 さ か え（5） 令和元年６月１日

令
和
元
年
度  

栄
村
交
通

安
全
協
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

６
月
は
不
正
改
造
車

 

排
除
強
化
月
間

武
蔵
村
山
市
で
栄
村
物

産
展
を
開
催
し
ま
し
た

　
5
月
18
日
㈯
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
お

い
て
栄
村
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
、
昨
年
度
同

様
会
費
額
に
つ
い
て
は
、
全
戸
世
帯
一

律
3
0
0
円
、
事
業
所
に
つ
い
て
は

3
，
0
0
0
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
各
地
区
の
区
長
様
を
通
じ
て
集

金
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
自
動
車
が
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
交
通

事
故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
ま
た
交
通
量
の
多
い
地
域
に
お
け

る
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
不
正
改

造
を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在
し
、
国
民

生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
改
善
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び

環
境
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

の
安
全
、
安
心
を
確
実
に
確
保
し
て
い

く
た
め
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
等
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
、
特
に
6
月
を
強
化
月
間
と
し

て
、重
点
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
国
土
交
通
省
　
北
陸
信
越
運
輸
局

　
長
野
運
輸
支
局
　
検
査
・
整
備
・

　
保
安
部
門

　
☎
０
２
６
―

２
４
３
―

５
５
２
５

　
5
月
14
日
㈫
武
蔵
村
山
市
役
所
前
に

て
栄
村
物
産
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
タ
ラ
の
芽
、

行
者
に
ん
に
く
な
ど
の
山
菜
と
キ
ノ
コ

を
販
売
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
大
勢

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
以
下
は
令
和
元
年
度
の
役
員
と
な
り

ま
す
。

・
会
　
長
　
関
澤
秀
昭 

氏（
天
代
）

・
副
会
長
　
髙
橋
　
修 

氏（
青
倉
）

・
副
会
長
　
福
原
一
男 

氏（
小
赤
沢
）

・
女
性
部
長
　
油
科
里
美 

氏（
平
滝
）

・
女
性
副
部
長
　
山
田
久
美
子 

氏（
森
）

関澤会長のあいさつ

販
売
の
よ
う
す

【
問
合
せ
先
】

　
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
総
務
課
）

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
1
1
2



（6）広 報 さ か え令和元年６月１日

今
年
も
こ
の
季
節
が

 
や
っ
て
き
ま
し
た
‼

高
齢
者
の
お
手
伝
い

 

事
業
を
始
め
ま
す
！

『
東
京
栄
村
会
』

 

総
会
・
集
い

平
成
30
年
度
寄
付
金
状
況

　
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
グ
ル

っ
と
ま
る
ご
と
栄
村
1
0
0
㎞
サ
イ
ク

リ
ン
グ
」
は
今
年
か
ら
「
ツ
ー
ル
・
ド
・

苗
場
山
　
栄
村
1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
と
名
称
を
新
た
に
8
月
4
日
㈰
に

開
催
し
ま
す
。

　
毎
年
、
村
民
の
皆
様
や
関
係
企
業
・

各
種
団
体
等
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
大
会
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
チ
ラ
シ
兼
申

込
書
は
6
月
上
旬
頃
に
各
戸
へ
配
布
し

ま
す
の
で
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
日
時
：
令
和
元
年
8
月
4
日
㈰

　
　
　
　
午
前
7
時
ス
タ
ー
ト

◇
場
所
：
村
内
各
所

◇
募
集
内
容
：
分
岐
点
で
の
ル
ー
ト
誘

導
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
・
給
水
所
で
の
対
応

等
【
問
合
せ
先
】

　
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
3
3
3

　
村
で
は
、
高
齢
者
の
方
へ
の
お
手
伝

い
事
業
を
6
月
10
日
㈪
よ
り
始
め
ま

す
。

　
対
象
は
、
村
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳

以
上
の
方
の
み
の
世
帯
又
は
障
害
の
あ

る
方
の
一
人
暮
ら
し
の
方
で
す
。

　
お
手
伝
い
で
き
る
仕
事
は
、
軽
微
な

農
作
業
や
簡
易
な
作
業
等
で
す
。

　
利
用
料
は
、
1
時
間
1
，
0
0
0
円

で
す
。

　
作
業
を
お
願
い
し
た
い
方
は
、
役
場

特
命
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
特
命
企
画
課

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
1
1
1

　
4
月
19
日
㈮
に
「
第
35
回
東
京
栄
村

会
定
例
会
と
集
い
」
が
、
東
京
都
北
区

王
子
の
「
北
と
ぴ
あ
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
村
か
ら
は
村
長
、
村
議
会

議
員
な
ど
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
集

い
で
は
、
島
田
美
代
さ
ん
の
歌
や
「
さ

か
え
田
植
え
唄
愛
好
会
」
の
皆
様
の
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
会
員

の
皆
様
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
栄
村

の
山
菜
や
野
菜
、
き
の
こ
な
ど
を
販
売

し
、
た
く
さ
ん
の
品
物
を
購
入
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　「
東
京
栄
村
会
」
は
、
平
成
31
年
3

月
末
で
の
会
員
数
は
1
7
3
名
、
サ
ー

ビ
ス
会
員
44
名
、
友
諠
団
体
23
団
体
で

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
村
を
愛
し
応

援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る

東
京
栄
村
会

の
皆
さ
ま
と
、

こ
れ
か
ら
も

繋
が
り
を
も

っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま

す
。

寄
付
件
数
：
7
，
3
8
6
件

寄
付
金
額
：

　
1
5
9
，
8
3
2
，
6
0
5
円

（
内
訳
）

農
業
支
援
目
的
寄
付
金

　
7
，
2
5
3
件

　
1
5
4
，
2
1
1
，
0
0
0
円

一
般
寄
付
金

　
1
3
3
件

　
5
，
6
2
1
，
6
0
5
円

　
一
般
寄
付
金
の
み
団
体
名
と
寄
付
者

の
希
望
に
応
じ
て
、
氏
名
と
住
所
を
公

表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

〔個人〕 〔団体〕

ご住所 お名前 お名前 お名前

愛知県 匿名 浦和子どもの本連合会様 新潟県立
津南高等学校同窓会様

神奈川県 匿名 栄村関西の会様 山形村　赤十字奉仕団様

神奈川県 渡邊美佐子様 新日本婦人の会
上田支部様

栃木県 匿名 千円基金
新潟プロジェクト様
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も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

何
が
で
き
ま
す
か
？

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の

ケ
ガ
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

ー
（
近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
、
適

切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
様

に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
「
上

級
救
命
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
　
　
時

・
令
和
元
年
８
月
４
日
㈰

・
8
時
30
分
～
17
時
30
分

◇
場
　
　
所

・
岳
北
消
防
本
部
飯
山
消
防
署
講
堂

◇
募
集
定
員　

30
名

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
締
切

・
令
和
元
年
7
月
28
日
㈰

【
問
合
せ
先
】

　

栄
分
署

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

１
１
１
９

上
級
救
命
講
習
会
開
催

に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に

関
す
る
お
知
ら
せ

村
の
鳥
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

を
守
ろ
う

　

全
国
的
に
「
ア
ポ
電
詐
欺
」
と
呼
ば

れ
る
特
殊
詐
欺
の
前
兆
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
い
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ポ
電
と
は
、
犯
罪
者
グ
ル
ー
プ
が

電
話
を
か
け
て
き
て
、
詐
欺
や
空
き
巣

に
入
る
前
の
調
査
と
し
て
、
所
持
金
・

貯
蓄
残
高
等
の
資
産
状
況
・
家
族
構
成

な
ど
を
聞
い
て
く
る
行
為
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
身
に
覚
え
の
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
資
産
状
況
の
確
認
や
家
族

構
成
等
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

に
は
、①
個
人
情
報
を
教
え
な
い
こ
と
、

②
所
持
金
や
貯
蓄
残
高
等
の
資
産
状
況

を
教
え
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
場
合
に
は
飯
山
警
察

署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

飯
山
警
察
署　

生
活
安
全
・
刑
事
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

０
１
１
０

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
平
成
８
年
に
村
の

鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で

は
天
然
記
念
物
に
、
ま
た
、
特
別
指
定

希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
で
、
体
は
青
緑
色
、
翼
に
は
大
き
な

白
斑
が
あ
り
、
く
ち
ば
し
と
脚
が
赤
い

色
鮮
や
か
な
鳥
で
、
５
月
ご
ろ
栄
村
に

や
っ
て
く
る
夏
鳥
で
す
。

　

村
の
鳥
に
指
定
さ
れ
る
前
か
ら
、
信

州
大
学
教
授
（
現
在
名
誉
教
授
）
の
中

村
浩
志
先
生
を
中
心
に
、
栄
中
学
校
科

学
部
の
生
徒
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

巣
箱
か
け
な
ど
保
護
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
秋
山
を
除
く
栄
村
各
地
に

巣
箱
を
約
50
基
か
け
て
い
ま
す
が
、
繁

殖
に
使
わ
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
15
基
く

ら
い
で
、
昨
年
、
平
滝
は
そ
の
数
を
大

き
く
減
ら
し
ま
し
た
。
原
因
の
一
つ
に

は
、
同
地
区
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
与
え
る

ス
ト
レ
ス
と
中
村
先
生
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

栄
村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
滝
区
と

協
議
し
、
村
道
平
滝
野
々
海
線
沿
い
の

２
か
所
に
、
林
内
に
立
ち
入
っ
た
撮
影

等
を
禁
じ
る
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

効
果
の
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
係
（
☎
８
７
─

３
１
１
８
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▲ブッポウソウ　撮影：中村浩志氏
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去
る
５
月
12
日
㈰
に
第
３
回
の
執
筆

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
栄
村
史
編

纂
の
「
調
査
・
執
筆
員
」
は
歴
史
編
22

名
、
自
然
編
10
名
、
計
32
名
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

午
前
は
村
内
視
察
研
修
で
、
村
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
豊
栄
・
水
内
の
史
跡
・
遺

跡
等
を
巡
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
お
い
て

全
体
会
を
行
い
ま
し
た
。
村
史
は
歴
史

編
と
自
然
編
の
２
分
冊
で
発
刊
し
ま
す

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.48

　

犬
の
人
、
も
し
く
は
猫
の
人
、
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
あ
き
や
ま
ご
う
の
い
ぬ
と
ね
こ
」

と
い
う
企
画
を
始
め
て
１
年
近
く
経
ち

ま
し
た
。
秋
山
郷
で
暮
ら
す
犬
と
猫
に

つ
い
て
飼
い
主
に
話
を
聞
き
、
暮
ら
し

や
生
い
立
ち
を
動
物
た
ち
の
目
線
で
書

い
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
は
印
刷

し
て
配
り
、
ま
た
、
ブ
ロ
グ
に
も
掲
載

を
し
て
い
ま
す
。（https://am

eblo.
jp/ak-inutoneco

）

　

協
力
隊
に
な
る
前
に
秋
山
郷
に
初
め

て
来
た
時
に
感
じ
た
こ
と
は
、
一
言
で

言
え
ば
「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
」
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
山
奥
で
、
み
ん
な
何
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
？
買
い
物
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
？
人
が
長
生
き
を
し
て

元
気
な
の
は
な
ぜ
な
の
か
？
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
ひ
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

秋
山
郷
で
暮
ら
す
ペ
ッ
ト
達
は
都
市

部
で
暮
ら
す
動
物
か
ら
見
た
ら
、
珍
し

い
光
景
や
出
来
事
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
い
ろ
り
や
薪
ス
ト
ー
ブ
、
そ
し
て

深
い
雪
。
は
た
ま
た
、
カ
モ
シ
カ
や
サ

ル
や
ウ
サ
ギ
な
ど
都
会
で
は
め
っ
た
に

見
な
い
生
き
物
と
接
し
て
い
た
り
、
冬

と
夏
で
暮
ら
す
場
所
が
変
わ
っ
た
り
、

温
泉
が
身
近
に
あ
っ
た
り
、
英
国
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
さ
な
が
ら
の
ご
ち
そ

う
の
よ
う
な
お
茶
う
け
を
目
に
し
て
い

た
り
。

　

秋
山
郷
を
知
ら
な
い
人
で
も
、「
動

物
」
と
い
う
興
味
の
あ
る
事
を
き
っ
か

け
に
し
て
秋
山
郷
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
印
刷
し
た
も
の
は
、
小
赤
沢
の

楽
養
館
に
も
置
い
て
も
ら
い
、
温
泉
や

食
事
の
合
間
に
動
物
好
き
な
方
が
見
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
動
物
好
き
な
人
向
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
方
か
ら
も

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
い
う
声
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、
写
真
を
見
て
笑
顔

に
な
る
方
が
多
く
、
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

▲青倉十王堂見学

が
、
今
回
の
執
筆
者
会
議
で
は
、
歴
史

編
の
組
見
本
（
サ
ン
プ
ル
）
を
執
筆
者

に
示
し
ま
し
た
。
平
易
な
表
記
を
原
則

と
す
る
執
筆
要
項
（
書
き
方
の
統
一
）

に
よ
り
執
筆
し
、
出
来
上
が
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
後
は
、
歴
史
第
１
・
歴
史
第

２
・
自
然
の
３
部
会
に
分
か
れ
て
、
本

年
度
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

去
る
３
月
15
日
、新
潟
市
に
あ
る「
積

雪
地
域
植
物
研
究
所
」（
新
津
植
物
資

料
室
）
を
植
物
担
当
の
井
田
秀
行
・
大

塚
孝
一
両
執
筆
員
が
訪
問
し
ま
し
た
。

研
究
所
に
は
植
物
標
本
約
40
万
点
が
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
を
共
に
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
朱
雁
氏
に
よ
る
と
写
真
も

５
万
点
に
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
ら
を
村
史
に
ど
う
活
用
す
る
か
、
編

纂
室
・
自
然
部
会
で
検
討
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

第
３
回
執
筆
者
会
議
開
催

（
故
）石
澤
進
氏
収
集
資
料

の
活
用
に
向
け
て
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㊾

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

栄
村
、
津
南
町
の
植
物
や
動
物
、
ま
た
そ

れ
ら
と
人
々
の
関
わ
り
が
紙
一
枚
で
見
ら
れ

る
「
苗
場
山
麓
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
」
が
、

完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
人
々
が
食
し
て
い
る
、山
菜
、

な
り
も
の
な
ど
の
植
物
、
熊
や
う
さ
ぎ
な
ど

の
動
物
。
道
具
を
作
る
た
め
に
蔓
や
皮
、
枝

な
ど
を
採
っ
て
い
た
植
物
。
そ
れ
ら
が
季
節

と
共
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
里
山
に
生
え
て
い
る
木
々
も
、
そ

の
標
高
と
共
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
今
、
８
０
０
ｍ
程
度
の
標
高
ま
で
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
０
ｍ
を
越
え

る
と
、
太
い
木
が
育
た
な
く
な
り
笹
や
草
花

が
育
ち
始
め
ま
す
。
家
の
周
り
で
生
活
に
必

要
な
木
を
育
て
る
。
山
の
奥
ま
で
材
料
を
取

り
に
行
く
。
３
万
年
ほ
ど
前
か
ら
こ
の
地
域

に
住
む
私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
を
う
ま
く
利

活
用
し
な
が
ら
生
き
て
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
の
豊
か
さ
が
当
た

り
前
に
な
り
す
ぎ
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
共

に
暮
ら
す
知
恵
を
忘
れ
て
き
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。

　

紙
面
に
は
縄
文
の
頃
か
ら
咲
い
て
い
た
で

あ
ろ
う
花
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
村
内
各
施

設
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

紙
を
手
に
取
り
、
実
際
の
花
を
見
て
、
悠
久

に
想
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

�

（
文
責�

越
智
）

よ りだ健保
6月22、23、24日は総合健診です

種　　類 対 象 者 料　　金 内　　容 場所、日時

特 定 健 診 20〜74歳
国民健康保険加入者

1,200円
（70〜74歳無料）

・身体測定（体重、身長、腹囲）
・血圧測定　・血液検査　・尿検査
・医師の診察　・心電図検査（検診車）

栄村役場
かたくりホール
・６月22日㈯
・６月23日㈰

秋山とねんぼ
・６月24日㈪

後期高齢者健診 75歳以上 無　料

肝炎ウイルス検査 40歳以上
（検査を受けたことのない方）

600円 ・血液検査

胃 が ん 検 診 35歳以上 1,300円 ・空腹の状態でバリウムを飲み、レント
ゲン撮影します。

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 500円 ・便潜血検査

前立腺がん検診 50歳以上 900円 ・血液検査

　昨年度末の健診申込調査書に基づき、役場より希望者に受診券をお送りしています。
　受診券の届いた方は忘れずにお越しください。
　ご相談は民生課　健康支援係【☎0269-87-3020】までお願いいたします。

ガ
イ
ド
研
修
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

令
和
元
年
６
月
９
日
㈰　

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
「
野
外
活
動
で
の
危
機
対
応
に
つ
い
て
」

　

参
加
無
料　

申
込
不
要
で
す
。

　

ガ
イ
ド
以
外
の
方
も
興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

　

筆
記
用
具

【
問
合
せ
先
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

▲苗場山麓豊かな自然と暮らし

「
苗
場
山
麓
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
」

完
成
し
ま
し
た
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　「カヤの平」は志賀高原の北側に広がる標高1,400ｍ
～ 1,700ｍの高原です。樹齢300年を超えるブナの原生
林や高山植物の宝庫で、北ドブ湿原で見られるミズバ
ショウ（６月上旬～中旬）やニッコウキスゲ（7月上
旬～下旬）の美しい群生は圧巻です。
　森林セラピー基地にも選ばれた貴重な大自然を体験
しに、カヤの平高原へ出掛けてみませんか。
◇問い合わせ　村産業課商工観光係� ☎0269-82-3111
　　　　　　　（案内所衛星携帯090-8025-4288）
＊施設の利用には予約が必要です。

●野沢温泉スポーツ公園
　ジップ・スカイライド� ６月１日㈯～11月10日㈰
　※6/1～7/5土日のみ営業
　ナスキーパーク� ６月１日㈯～11月10日㈰
　サマーゲレンデ� 7月６日㈯～11月10日㈰
　※火水木は定休（7/12～8/26は毎日営業）
●スタカ湖キャンプ場� ６月29日㈯～９月１日㈰
　ＭＴＢコース� 7月６日㈯～8月25日㈰
　キッズストライダーパーク� 新長坂ゴンドラ建設のためクローズ
●上ノ平高原ブナ原生林
　長坂ゴンドラリフト� 7月６日㈯～8月25日㈰
　ブナ原生林＆自然散策� 7月６日㈯～ 11月上旬
　ナイトゴンドラツアー�7月27日㈯、8月３日㈯、10日㈯、
　　　　　　　　　　　11日㈰、12日㈪、17日㈯、24日㈯
●野沢温泉スパリーナ� 通年営業（春秋水曜日休館、メンテナンス休業あり）
　滝のプール・じゃぶじゃぶ池� 7月６日㈯～8月25日㈰

問い合わせ
　野沢温泉スポーツ公園
　☎0269-85-2623
　野沢温泉スキー場
　☎0269-85-3166

グリーンシーズンついに到来

夏の“カヤの平高原”でリフレッシュ♪
ＮＯＺＡＷＡ　ＯＮＳＥＮ　ＧＲＥＥＮ　ＦＩＥＬＤ
夏のアクティブリゾートにようこそ！

　津南町在住の内山朋次氏による水墨画や「なじょも
ん友の会会報」の挿絵、内山氏が講師をつとめる「調
整学園水墨画クラブ」会員の作品を展示します。
■会　場：農と縄文の体験実習館　なじょもん
　　　　　〒949-8201
　　　　　新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡乙835
■会　期：６月16日㈰～６月27日㈭
■入場料：無料

　お笑いコンビのボルト
ボルズが、楽しいトーク
で、本格的なサイエンス
ショーを驚きや感動とと
もにわかりやすくお届け
します。科学が苦手な人
もお笑いが好きな人も子
どもも大人も楽しめる不
思議な笑ってタメになる
サイエンスショーです。
ぜひご来場ください。

日　時：令和元年７月27日㈯　14：00（開場13：30）
会　場：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
料　金：大人（高校生以上）1,000円
� 子ども500円（未就学児無料）全席自由
お問い合わせ：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　（☎0269-67-0311）火曜日休館

涼風和禽　内山朋次水墨画展 ボルトボルズの笑ってタメになる！
びっくりサイエンスショー

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

水墨画の掛け軸
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4月火災・救助・救急出動件数

最高気温 27℃ ４月23日㈫

最低気温 －1.8℃ ４月２日㈫

平均気温 8.1℃ 総 雨 量 102㎜

栄村の気象（4月）

世帯数 815世帯 前月比－2
人　口 1,824人 －4
男 876人 －2
女 948人 －2

出生 0
死亡 5
転入 4
転出 3

世帯と人口（5月1日現在） 4月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 1 97 飯山日赤� 12

津南病院� 0
そ の 他� 3
不 搬 送� 2
合　　計� 17
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 1 25

野沢温泉村 2 0 28

栄 村 0 0 17

管 轄 外 等 1 0 6

火事招く　あなたの過信と　無関心

６月の納税等
○村県民税　　　　　　　　○軽自動車税
○国民健康保険税　　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○簡易水道料
○温泉使用料　　　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　６月23日に行われるポンプ操法大会に向け、
各分団の代表として出場される選手の皆さん
は、規律とタイムの向上を目指し連日夜遅くま
で練習が行われています。
　各分団優勝を目指し、気合の入った様子で取
り組んでいます。
　選手の真剣な表情と息の合った動作を見に、
操法当日スキー場へ行ってみませんか？

生活カレンダー６月
７
日
㈮　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
総
会

【
津
南
町
役
場　

13
時
】

８
日
㈯　

運
動
会
【
栄
小
】

11
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

17
日
㈪　

プ
ー
ル
開
き
【
栄
中
】

20
日
㈭　

プ
ー
ル
開
き
【
栄
小
】

23
日
㈰　

栄
村
ポ
ン
プ
操
法
大
会

【
ス
キ
ー
場　

９
時
】

25
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

７
月

１
日
㈪　

野
々
海
ま
つ
り

10
日
㈪　

子
宮
が
ん
検
診

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

13
時
】

11
日
㈫　

歯
と
口
の
衛
生
週
間（
～
14
日
）【
栄
小
】

12
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
集
団
健
診
室　

午
前
９
時
】

19
日
㈬　

遊
び
の
教
室【北

信
保
育
園　

午
前
10
時
】

22
日
㈯　

総
合
健
診

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
７
時
半
】

23
日
㈰　

総
合
健
診

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
７
時
半
】

24
日
㈪　

総
合
健
診
【
と
ね
ん
ぼ　

午
前
８
時
】

25
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
健
診
室　

午
前
９
時
】

28
日
㈮　

乳
児
健
診
【
集
団
健
診
室　

13
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　７月１日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　6月24日㈪
　八十二銀行・県信　6月25日㈫

佑
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農地の売買・転用には
農業委員会等の許可が

必要です

　農業委員会は農業委員10名と農地利用最適化推進委員4名で荒廃農地の防止
対策や、遊休農地の解消、新規担い手への育成等の取組みを進めるために様々
な活動や取組を行います。
　今年度活動方針として農業委員会（14名）は以下の委員会（部会）に分かれ、
主体的に取り組みを実施する計画です。

◦農地委員会（委員長　相澤博文 推進委員）

　【メンバー】　農業委員：渡辺利正、樋口金也、斎藤元一
　　　　　　　推進委員：月岡武昭、石澤和博、斎藤静雄
　・農地パトロールの実施により農地の集積・集約化の成果を挙げる。
　・遊休農地対策として、地主との協議の機会を進める。
　・農地パトロールにタブレット端末の導入により農地の把握を進めるために

ＩТ整備を村に要望する。

◦振興委員会（委員長　桑原全利 農業委員）

　【メンバー】　農業委員　廣瀬秀勝、油科恵子、宮川一哉、島田裕水、
　　　　　　　　　　　　中村久美子、樋口秀孝
　・ふるさと納税に関する勉強会。
　・農業関係補助金制度の勉強会。
　・農業委員会と農業者と共同で先進地視察の実施。
　・農業者等との意見交換会を11月に実施。
　・米の販売について村の農政担当、農協、議員との懇談会の実施。

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.84

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

※タブレット端末を使った農地パトロール（写真：全国農業新聞より）

令和元年度の主な活動方針

　農地は自分の土地であっても、売買
する場合や、住宅新築など耕作以外の
目的に使用する場合は、農業委員会ま
たは長野県知事の許可が必要です。
　農地の売買、転用等計画のある方は、
お近くの農業委員か農業委員会事務局
にお早めにご相談ください。

　他の人の農地を借りて作付けした
り、自分の農地を他の人に貸す時は、
農業経営基盤強化促進法に基づく「利
用権設定」の届出が必要です。忘れず
に農業委員会へ届出をしてください。
　なお、届出の用紙は事務局にありま
すので、随時お問い合わせください。

農地の貸し借りの際には
農地利用権設定の届出を

お忘れ無く！
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年
に
小
滝
地
区
で
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
約

１
０
９
６
ア
ー
ル
の
水
田
の
う
ち
、
７
９
２

ア
ー
ル
を
集
積
・
集
約
（
72
％
）
し
、
機
構

へ
貸
し
付
け
を
し
、
小
滝
プ
ラ
ス
が
担
い
手

と
な
り
、
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
た
こ

と
で
小
滝
地
区
に
約
２
２
０
万
円
の
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

③
ど
の
地
域
も
若
い
担
い
手
が
不
足
し
て
い

る
が
、
こ
の
懇
談
会
に
肝
心
な
若
い
人
が

来
な
く
残
念
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
も
積

極
的
に
話
し
合
い
の
場
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
次
の
世
代
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
　
新
規
就
農
者
や
担

い
手
と
な
る
対
象
者
に
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

は
し
て
い
ま
す
が
集
ま
ら
な
い
。
若
い
人
が

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
た
い
。

　

新
緑
の
山
々
が
し
っ
と
り
と
し
た
濃
い

夏
色
に
変
わ
る
６
月
に
な
り
ま
し
た
。
里

山
の
田
圃
に
は
苗
が
整
然
と
植
え
ら
れ
、

水
面
が
輝
き
、
瑞
穂
の
国
ら
し
い
穏
や
か

な
里
山
が
広
が
り
ま
す
。

　

こ
の
５
月
か
ら
は
、
30
年
余
り
続
い
た

平
成
が
終
わ
り
新
し
い
令
和
が
始
ま
り
ま

し
た
。
皇
位
継
承
に
際
し
て
の
最
高
儀
式

で
あ
る
「
大
嘗
祭
」
に
収
め
ら
れ
る
稲
の

選
定
に
「
亀
ト
」
が
用
い
ら
れ
る
と
聞
き
、

古
代
中
国
の
検
証
さ
れ
た
最
古
の
殷
王
朝

の
占
術
が
日
本
に
生
き
て
い
る
事
実
に
愕

然
と
し
ま
し
た
。

　
「
大
嘗
祭
」
で
食
さ
れ
る
五
穀
の
象
徴

が
「
稲
」
で
あ
り
、古
代
よ
り
人
々
が
「
命

の
根
」
と
考
え
て
き
た
歴
史
の
重
み
が
あ

り
ま
し
た
。

　

稲
穂
の
国
で
は
、
神
が
人
々
に
五
穀
豊

穣
を
約
束
す
る
こ
と
が
国
家
案
寧
の
基
礎

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
国
の
土
地
と
気
候
に
育
て
ら
れ
た

作
物
を
食
べ
る
こ
と
が
、
こ
の
国
の
民
族

の
身
体
に
合
っ
た
食
事
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
食
料
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
事
が
、

自
国
の
孤
立
を
守
り
、
民
族
の
命
を
繋
い

で
い
く
こ
と
だ
と
「
大
嘗
祭
」
に
教
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

�

広
報
編
集
委
員
長　

油
科
恵
子

編

後

集

記

　

栄
村
農
業
委
員
会
で
は
村
内
の
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
栄
村
役
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
集
落
営
農
組
織
の
代
表
者
、
認
定
農
業

者
、
一
般
の
農
業
者
に
呼
び
掛
け
を
し
た
と

こ
ろ
、
農
業
委
員
を
含
め
29
名
の
参
加
者

他
、
長
野
県
北
信
地
域
振
興
局
か
ら
農
政
関

係
担
当
者
５
名
を
交
え
て
、政
策
要
望
な
ど
、

課
題
解
決
に
向
け
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
で
出
さ
れ
た
主
な
内
容
と
、
県

か
ら
の
回
答
・
意
見
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
月
岡
地
区
で
は
法
人
化
で
集
落
内
の
水
田

農
地
を
管
理
し
て
い
る
。
例
え
ば
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
で
は
収

益
性
を
前
年
度
の
20
％
以
上
向
上
す
る
条

件
が
あ
り
、
国
の
全
て
の
制
度
は
前
年
度

の
数
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
し
な
い
と
事
業
対

象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
山
村
地
域
に
お
い

て
は
不
条
理
な
条
件
が
多
い
。
こ
の
条
件

を
あ
る
程
度
緩
和
で
き
れ
ば
事
業
参
入
し

や
す
い
。
地
域
の
実
情
を
考
え
た
制
度
を

要
望
し
た
い
。

県
　
米
作
り
中
心
だ
け
で
は
非
常
に
厳
し

い
条
件
で
あ
る
と
思
う
。
緩
和
措
置
に
つ
い

て
は
県
庁
や
国
に
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、県
議
会
を
通
じ
国
に
挙
げ
る
方
法
等
、

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
意
見
を
挙
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
平
成
27
年
度
小
滝
集
落
で
は
合
同
会
社
小

滝
プ
ラ
ス
を
立
上
げ
て
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
農
地
の
集
積
を
行
い
※
地
域

集
積
協
力
金
の
交
付
を
受
け
集
落
営
農
が

守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
を
出
し
て
、

他
の
集
落
で
検
討
す
る
際
に
、
以
前
は
良

か
っ
た
が
現
在
は
貸
し
手
と
借
り
手
が
一

緒
だ
と
協
力
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
実
際
は
ど
う
な
の
か
。

県
・
後
日
文
書
回
答

　

集
落
営
農
法
人
と
個
人
は
別
人
格
で
、
個

人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
な
い
た
め
、
出
し

手
と
受
け
手
が
同
じ
で
も
交
付
可
能
で
す
。

平
成
31
年
度
は
一
部
制
度
の
改
正
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
。

※
地
域
集
積
協
力
金
と
は

　

地
域
で
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ま
と
ま
っ

た
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
、
そ
の
地
域
に

対
す
る
支
援
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
平
成
27

平成31年２月20日

　農業者年金を受給されている皆様には毎年１回、現況
届の提出をお願いしています。
　独立行政法人農業者年金基金から郵送にて、受給され
ている皆様のお手元に現況届の提出案内が直接届けら
れますので、住所・氏名など必要事項を記入のうえ、６
月３０日までに農業委員会事務局へ提出してください。
（※また経営移譲年金を受給されている方は、経営所得
安定対策等への申請を受給者本人名義で申請をしない
ようご注意下さい。年金支給が停止される場合がありま
す。）

「農業者との意見交換会」開催

農業者年金を受給されている皆様へ






